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平成７年１１月１９日

常呂小学校１００周年記念式典

▲

明治２８年に常呂小学校の前身である常呂教育所が設立されてから１００周年の記念式

典がこの日行われました。常呂小学校の１００年の歴史や式典のプログラムは、最後に添

付した広報や『常呂小学校百周年記念誌』に譲り、ここでは式典と校舎の移りかわりを写

真で紹介します。

＊この年、常呂小学校百周年として、５月２６日／シダレヤナギの治療、６月３０日／全

校生徒顔写真撮影、６月２３日／百周年記念人文字・航空写真撮影がありました。

６月２３日撮影の百周年記念人文字





明治４３年の常呂尋常小学校校舎と児童・教員

大正時代の常呂小学校校舎（現在地）と運動会



昭和４０年１０月１３日撮影の常呂小学校校舎航空写真

上：昭和５１年の常呂小学校校舎と津波避難訓練



＊新校舎を建設する少し前の常呂小学校校舎

普通教室 放送室 職員玄関

児童玄関 体育館玄関

＊新校舎建設前の常呂小学校の校舎は、児童数の増加に伴い増築したこともあり、

入り組んだ形になっています。この写真からでは見えないところに教室がいくつか

ありました。



昭和５５年１１月の常呂小学校新校舎完成直後

＊左側に解体前の旧校舎（校長室・職員室・図書室など）が見えます

＊旧体育館（上）と新体育館（下）が対比できる常呂小学校校舎の写真

＊平成６年５月１２日、「さよなら常呂小学校体育館記念映画会」が行われ、

山田洋次監督の「学校」を上映し、５００人が参加しました。（広報ところ）



＊新しい体育館のオープン式は、平成７年１月２１日に行われました。

（広報ところ）

上・下とも平成７年１１月１９日の屋外モニュメント除幕式の写真

＊中央奥が児童玄関、体育館が右側

中央に屋外モニュメント

左にシダレヤナギの木
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常呂小学校開校100同年
菅:

己念事業

　　　　　全校児童の音楽や呼びかけで綴る

｢常呂小百年～いまと昔、そして未来へ｣

　　　　　　群鮪・合唱(シナリオ)

　　　　　　　　　■■㎜･

○入場・整列

○オープニングの歌

　　　｢気球に乗ってどこまでも｣

　　　　　(吹奏楽部伴奏・全校合唱)

　　気球に乗ってどこまでも～パート

　　　　高音部～１年・２年・５年　　　[
低音部～３年・４年・６年

]

（1）『常呂昭の美しい自然』

・ぽくたちの目の前には（　　　）

・サロマンブルーのオホーツク海｡（

・わたしたちのまわりには（　　　１

・美しい花々が咲き乱れる（　　　Ｊ

・すぱらしい自然。（　　　）

・見渡せば豊かな実りを与えてくれる

　　　　　　　　　　　　　　　　（

・広々とした大地。（　　　）

・太古の普がら、（　　　）

・このめぐまれた環境の申で、（

・数多くの人たちが、（　　　）

・数多くの歴史をがさね、（　　　ｌ

・今、わたしたちへ（　　　）

・そして未来へとつづいていきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　（

(2

.
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）合唱「常呂讃歌」（S50年）

（3）「常呂小の歴史」

・常呂小学校は、（

（第一部）
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・常呂教育所として作られました｡（　　　）

・いまがらちようど百年前、（　　　）

・明治28年のことです。（　　　）

・その頃は、男子７人、女子８人、先生は１人

　という小さな学校でした。（　　　）

・勉強は、国語、算術、書き力の３科目。

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・夏は木綿の服とぞうり、〔　　　〕

・各は綿入れの着物とわらぐつで学校に通った

　そうです。（　　　）

↓
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暗幕しまつたま

ま

照明

(会場全部ＯＮ)

　　　１

歌か終りしだい

照明全部ＯＦＦ

ナレーション

　（５年生児童）

黙
気

ＣＤガテープ

｢川のせせらぎ、

小鳥のさえずり｣

・暗幕しめたまま

・照明なし

スライド

　(工藤Ｔ撮影)

オホーツク尨

サロマ湖

ワツカ原生花園

遺跡群

森林公園

広大な畑

ｌ

ｌ

｜

千

－
―

ピアノ(平野Ｔ)

▲

スポット

て
囚
古

以下、並び万は同じ。

スライドが終わりしだい幕を閉め、教室の風景のセットを

造る。酒貝、服装は、当時の物をできるだけ取り入れる。

呼びがけ[ま、６年生がその場に立って行う。
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・学校までのとちゆうで、（
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一橋がなくて渡し舶を使つたりしたそうです。

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・では、このころの小学校の子供たちの様子を

　ちよつとのぞいてみましよう。（　　　）

「塵IU」その１（６年生）
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◇登校前

　｢お～い、○○ちゃん、がつこうへ

いくよ！｣

　｢ほれ、早くしたくしなきや、□□

ちゃんまつてるよ。｣

　｢はーい！｣

なんて言つたかどうかは分かりませ

んが、時は明治28年常呂小学校の輝

かしい幕開けです。

◇学校までの道すがら

　｢ねえ、今日何してあそぶ？｣

　｢そうね。でも遊びもいいけど、忘

れ物してない？　ＯＯ先生、おつか

ないよ。大丈夫？｣

　｢大丈夫よ。一生懸命勉強しなくち

ゃね。｣

◇学校にて

　｢先生、おはようございます。｣

　｢おはよう。今日も元気かい？｣

　｢はい、とても元気です。｣

｢そう、それは良かった。

時間目の勉強を始めるぞ。

　｢算術ですよね。｣

さあ、１

」

｢そう、さあ、そろぱんを出して、｜

ｵ]がいましては１円なり・一一。｣

◇学校帰りにて

　｢先生、さよなら。｣

　｢○○ちゃん、今日もいっぱい勉強

したね。｣

　｢いっぱい迦ぴもしたね。｣

　｢早く明日にならないがな。｣

　｢どうして？｣

｢だって､学校って楽しいんだもん｡｣

こうして小学校の一日は過ぎていく

のでした。

－ 一 一 一 一 一 一 一 一

（3）「常呂小の歴史」（第二部）

・その後、子どもの数もだんだんふえてきまし

　た。（　　　）

・明治38年になって、（　　　）

・常呂尋常小学校と名前が変わりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・また、大正６年には現在の場所に新しく学校

　ができ（　　　）

・170人ものお友達があたらしい学校に通うこ

　とになりました。（　　　）

・ところで、みなさん、（　　　）

児童代表

ＣＤ子供の歓声

鍾の音

鐘の沓

照明赤

からすの鳴声

アドリブで台詞を１

入れても良い。

３年生

ＣＤ

ｒなつかしい童謡

など」

｜

ステージにて劇

登校前

会場からステージに

向かって入ってくる。

学校[こて

学校帰り

６年生児童数名

歴史第２部の

蓄板

Ｉ

｜

所
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・電気や電話が使えるようになったのはいつご

　ろがごぞんじですが。（　　　）

・電気が使えるようになったのが大正６年

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・電話は大正15年になってがらでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・そのころは、大雨や日でりの被害をうけ

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・勉強どころではながったこともあったそうで

　す（　　　）

合唱「もみじ」（全校合唱）

（3）「常呂小の歴史」（第三部）

・昭和16年、尋常小学校がら（

・国民学校へと名前が変わりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　（

・この年、太平洋戦争が始まり、（

）

う
り

・日本全体が戦争一色へ変わつていくのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・常呂小学校でも、（　　　）

・農業や漁業の手伝いや、（　　　）

・防空壕を掘るなど、（　　　）

・戦争に協力することがありました。

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・激しがつた戦争も、（　　　）

・広島、長崎の原爆投下の後、（　　　）

・ようやく終わりました。（　　　）

・昭和20年８月15日のことでした｡（　　　）

（3）「’常呂小の歴史」（第四部）

・戦争が終わり耳2和が戻つてきた頃､（

・国民学校から常呂小学校へ名前を変え。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（

・新しい時代へと幕を開けました｡（

）

り
う

・常呂の町1こ鉄道が開通し、（　　　）

・常呂町の人□もぐんと増えはじめます。

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・何と、その数１万人を超えたこともありまし

　た。（　　　）

・昭和30年頃には、（　　　）

・17学級､801人もの児童数になり､（　　　）

・体育館を仕切って教室にしたり、２部授業に

　したりといろいろな苦労がありました。

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・昭和30年８月、木造の新校痍が鳶成

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・合わせて開校60同年を祝う会も開かれました。

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・しがし、強意ながらこの頃がら常呂町の人□

　は減り始め、（　　　）

・常呂小学校の児童数も（　　　）

・φしずつ少なくなっていきました｡（　　）

＊「常呂音頭」・一一踊り（５年生）

1…..

］
」
□
川
い
白
下

」

照明暗転

|暗転後､ピアノ伴

奏のち歌

ピアノ(平野Ｔ)

４年生

ナレーション

常呂の酋を知る

古老|こインタピ

ユーしたものを

流す。

５年生

ナLノーション

　〔　　　　〕

ＣＤ

「汽笛、走る沓」

指導･‥ﾉ』淋先生
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（5）「常呂小の歴史」（第五部）

・鮑代は逃れ、（　　　）

・常呂昭が生まれて100年（　　　）

・そして常呂小学校も90才（　　　）

・その後、高知県佐川即との姉妹昭交流

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・カナダのバーヘツド昭との交流ガはじまり、

６年生

丁。

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・国内だけでなく、外国にも（　　　）

・たくさんの友達を作るきっがけができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

・常呂小学校では、（　　　）

一昨年､この新しい体育館が完成し（　　　）

・開校百同年を迎える準備が着々と進んでいき

　ました。（　　　）

（6）これからの常呂小学校

・今年、常呂小学校は100才。（全校児童）

・ぽくたち（１年生男子）

・わたしたちの（１年生女子）

・成長を見守り､育ててくれた10（）年｡（４年生）

・明るい未来へむがって（２年生）

・たくさんのおにいさん（１年生男子）

・おねえさんが学んだこの学校で（1年生女子）

・こｎがらもー生懸命（３年生）

・いろいろなことを学びます。（２年生）

・夢と、希望にあふれた素敵な学校（６年生）

・何事にも頑張り続ける（４年生）

・光り蝉く子ども達がいっぱいいる学校

　　　　　　　　　　　　　　　　（５年生）

・それがこれがらの常呂小学校の姿です。

　　　　　　　　　　　　　　　（全校児童）

・雄大なオホーツク迎（６年生男子）

一級豊がなこの大地（６年生女子）

・すぱらしい自然環境のながで（４年生）

・空高くはぱたくぽくたち（３年生男子）

・わたしたちを（３年生女子）

・いつまでも見守ってください。（２年生）

一泡のふるさと常呂昭（全校児童）

！

｜

リ
四
十
・
上

・そして常呂小学校の夢いっぱいの未来へ向け

　て（全校児童）

・いま、新しい一歩を踏み出します。

　　　　　　　　　　　　　　　　（全校児童）

（合0昌）「歌はぼくらのともだち」

歌はぽくらのともだち～パート

[a器二ぼ 4年･6年2t54］

　児童代表終わりのあいさつ（　　　）

　　今日は百周年の記念式典においでいただき､･

　ありがとうございました。これからのぽくたち

ｉの活躍にご期待ください。
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校歌

(イージーリスニ

ンブ編)
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(吹奏楽部伴奏)

アレンジすること

照明暗転

挨拶終了後照明明

転
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